









　 幕 末 か ら 明 治 に か け て、 日 本 は 欧 米 の 知 識 や 文 化 を 吸 収 し な が ら、 大 き な 変 化
を 遂 げ た。 こ の 時 代 に は、激 し く 移 り 変 わ る 時 代 の 流 れ に 翻 弄 さ れ な が ら も、「日
本」 と い う 国 を 守 り、 成 長 さ せ よ う と し た 多 く の 人 物 が 現 れ、 彼 ら の 行 動 や 思 想
は 今 日 で も 研 究 が 続 け ら れ て い る。
　 そ の よ う な 中 で、 室 山 氏 の 『松 方 正 義 　 ― 我 に 奇 策 あ る に 非 ず、 唯 正 直 あ る の
み』 と い う 著 書 に 出 会 い、 不 退 転 の 決 意 で 日 本 の 財 政 危 機 に 挑 み、 財 政 政 策 を 成
功 さ せ た 松 方 正 義 の 姿 勢 に 魅 せ ら れ た。 何 故、 松 方 は 激 し く 移 り 変 わ る 不 安 定 な
時 代 に、 不 人 気 で あ る は ず の 「緊 縮 財 政」 と い う 政 策 を 実 行 し、 な お か つ 成 果 を
上 げ る こ と が で き た の だ ろ う か。 本 論 文 の 目 的 は、主 と し て 松 方 財 政 の 「成 功 面」
に 焦 点 を 当 て つ つ、 松 方 の 人 物 像 や 財 政 政 策 実 施 へ と 至 っ た 時 代 背 景 を ふ ま え、
そ の 成 功 要 因 に つ い て 考 察 す る こ と と し た い。
第 1 章　松方正義の人物と略歴
第 1 節 　 幼 少 期 ・ 薩 摩 藩 士 時 代 ＜ 1835（天 保 6） 年 ~1867（慶 応 3） 年 ＞
　 松 方 は、 非 常 な 窮 乏 生 活 に 加 え て、 早 く に 両 親 を 亡 く す と い う、 非 常 に 苦 し い
幼 少 期 を 過 ご し た。 鹿 児 島 城 下 の 士 の 四 男 と し て 生 ま れ た が、 父 親 が 親 族 の 罪 の
補 償 を 請 け 負 っ た こ と を き っ か け に、 一 家 の 家 計 が 破 綻 に 陥 っ た の で あ る。 こ の
幼 少 期 の 体 験 が、 松 方 に 「信 義」 の 重 要 性 と、「実 業」 に 基 づ か な い 投 機 的 経 済
活 動 に 対 す る 不 信 感 を 骨 の 髄 ま で 染 み 込 ま せ た と 言 え る。 し か し、 松 方 は そ の よ
う な 環 境 の 中 で も 武 芸 に 励 み、 薩 摩 藩 主 の 島 津 斉 彬 の 目 に と ま っ た こ と で、 政 治
家 と し て 出 発 し た。
　 以 後、 松 方 は 薩 摩 藩 士 と し て 順 当 に 出 世 し、1862（文 久 2） 年 に 当 時 の 事 実 上
の 薩 摩 藩 主 で あ っ た 島 津 久 光 に 側 近 と し て 仕 え る よ う に な り、 藩 官 僚 と し て 台 頭
し た。 そ し て、 こ の 間 に 西 郷 隆 盛 や 大 久 保 利 通 と も 親 し く 交 流 し た。
　 ま た、1867（慶 応 3） 年 10 月 に は、独 断 で 軍 艦 「春 日 丸」 を 購 入 し、松 方 が 「胆
力」 １ を 兼 ね 備 え た 人 物 で あ る こ と を 示 し た。
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第 2 節 　 明 治 政 府 高 官 時 代 と 松 方 財 政 ＜ 1868( 明 治 元 ) 年 ~1884( 明 治 17) 年 ＞
　1868（ 明 治 元 ） 年、 松 方 は 日 田 県 知 事 に 任 命 さ れ た。 そ し て、 そ こ で の 実 績
が 評 価 さ れ て、 大 久 保 の 推 薦 に よ り、2 年 後 に は 中 央 政 府 に 栄 転 し、 大 蔵 省 の 官
僚 と し て 地 租 改 正 や 秩 禄 処 分 の 実 施 に 深 く 関 わ っ た。
　1878（明 治 11） 年 2 月 に は、 松 方 は パ リ 万 国 博 覧 会 副 総 裁 と し て フ ラ ン ス へ
派 遣 さ れ、 欧 州 各 国 の 文 物 ・ 制 度、 そ し て 財 政 経 済 状 況 を 視 察 し た。 こ の 時、 仏
国 大 蔵 大 臣 レ オ ン ・ セ イ と 出 会 い、 財 政 構 想 に お い て 大 き な 影 響 を 受 け た。
　 当 時、 日 本 は 西 南 戦 争 を 契 機 と す る イ ン フ レ が 進 み、 財 政 危 機 へ と 陥 っ て い
た。 そ こ で、 大 隈 重 信 大 蔵 卿 に よ る 財 政 政 策 が 実 施 さ れ た が、 大 隈 は 1881（明
治 14）年 の 明 治 14 年 の 政 変 で 失 脚 し た。 そ れ に よ っ て、松 方 は 最 高 権 力 者 の「参
議」 へ と 昇 進 し、 参 議 兼 大 蔵 卿 と な っ た。 だ が、 こ れ は 松 方 の 経 済 構 想 が 支 持 さ
れ た 故 の 事 で は な い。 厳 し い 経 済 の 難 局 を 乗 り 越 え る た め の 財 政 の エ キ ス パ ー ト
が 松 方 以 外 に お ら ず、 消 去 法 的 な 形 で ポ ス ト が 回 っ て き た の で あ る。
第 3 節 　 松 方 財 政 後 ＜ 1885（明 治 18） 年 ~1924（大 正 13） 年 ＞
　 松 方 財 政 の 成 功 に よ り、 松 方 の 財 政 家 と し て の 名 声 は 高 ま り、 そ の 政 治 的 地 位
も 重 く な っ た。 そ し て、1885（ 明 治 18） 年 12 月 に は、 近 代 的 な 内 閣 制 度 が 創
設 さ れ、 初 代 内 閣 の 大 蔵 大 臣 に 就 任 し た。 以 後、 自 身 の 内 閣 で あ る 第 1 次 ・ 第
2 次 松 方 内 閣 も 含 め、 多 く の 内 閣 で 大 蔵 大 臣 を 務 め た。 こ の 間 に 成 し 遂 げ た 大 き
な 功 績 と し て は、1897（明 治 30） 年 の 金 本 位 制 の 確 立 が あ る。 以 降、 松 方 は 89
歳 で そ の 生 涯 を 閉 じ る ま で、 最 後 の 元 老 と し て 政 治 に 深 く 関 わ っ た。
第 2 章　松方財政の時代背景
第 1 節 　 イ ン フ レ の 発 現
　 明 治 維 新 を 通 し て、 明 治 政 府 は 日 本 の 中 央 集 権 体 制 を 強 化 す る た め の 改 革 と し
て、 版 籍 奉 還、 廃 藩 置 県 な ど を 行 っ た。 ま た、 財 政 基 盤 確 立 の た め に 地 租 改 正 を
実 施 し た。 こ の よ う な 政 治 的 ・ 財 政 的 基 礎 の 一 応 の 確 立 を 通 し て、 明 治 政 府 は 資
本 主 義 育 成 の た め に、 殖 産 興 業 政 策 を 展 開 し た。
　1872（明 治 5） 年、 政 府 は こ の 殖 産 興 業 政 策 の た め の 莫 大 な 財 政 支 出 に 対 応 す
る た め、 伊 藤 博 文・渋 沢 栄 一 ら を 中 心 に し て、 国 立 銀 行 条 例 を 発 布 し た。 し か し、
設 立 さ れ た 4 行 の 国 立 銀 行 が ま も な く 経 営 不 振 に 陥 っ た た め、1876（明 治 9） 年
に は 条 例 は 改 正 さ れ た。 こ れ に よ っ て 営 業 は 活 発 に な り、銀 行 は 次 々 と 設 立 さ れ、
1879（明 治 12） 年 に は 153 行 に 及 ん だ。 し か し、 こ う し て 国 立 銀 行 の 相 次 ぐ 設
立 に 伴 っ て 不 換 銀 行 券 が 大 量 に 発 行 さ れ た た め に、 結 果 と し て イ ン フ レ を 招 く
き っ か け と な っ た。
　 さ ら に、 西 南 戦 争 が 勃 発 し た こ と が、 こ の イ ン フ レ を 顕 在 化 さ せ た。 西 南 戦 争
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で は、4200 万 円 も の 戦 費 が 費 や さ れ た。 し か し、 内 戦 の 勃 発 で 政 府 の 信 用 が 揺
ら い で い た た め、巨 額 の 公 債 を 募 集 す る こ と も で き ず、増 税 す る こ と も 困 難 で あ っ
た。 そ こ で、 そ の ほ ぼ 全 額 が 不 換 紙 幣 の 増 発 で 賄 わ れ る こ と に な り、 イ ン フ レ が
発 現 し た の で あ る。
第 2 節 　 大 隈 の 財 政 政 策
　 こ の 当 時、日 本 財 政 の 中 心 に い た の は 大 隈 大 蔵 卿 （1873~80 年 在 任） で あ っ た。
大 隈 は、 日 本 が 直 面 す る 経 済 困 難 に 対 処 す る た め、 通 貨 供 給 の 増 大 と、 積 極 的 な
殖 産 興 業 政 策 を 推 進 し た。 し か し、1879（明 治 12） 年 に 入 っ て か ら は、 紙 幣 価
格 の 下 落 が 放 置 で き な い 問 題 と な っ た。 そ こ で、大 隈 は 外 債 論 を 掲 げ た。 こ れ は、
巨 額 の 外 資 を 導 入 し、 一 気 に 不 換 紙 幣 を 消 却 し て 正 貨 流 通 制 度 を 実 現 す る と い う
も の で あ っ た。 し か し、 外 債 論 に は、 国 家 の 基 礎 を 危 う く す る と い う 反 対 論 が 沸
騰 し た。 ま た、 北 海 道 開 拓 使 官 有 物 払 下 げ 問 題 を き っ か け と し た 明 治 14 年 の 政
変 に よ っ て、 大 隈 は 失 脚 し た。 こ う し て、 こ の 政 策 は 実 現 に 至 ら ず、 代 わ っ て 松
方 財 政 の 時 代 が 幕 を 開 け る こ と と な っ た。
第 3 章　松方の経済構想と財政政策
第 1 節 　 松 方 の 経 済 構 想
　1880（明 治 15） 年 に 提 出 さ れ た 「財 政 管 窺 概 略」 に よ る と、 松 方 の 財 政 構 想
は 大 別 す る と 以 下 の 3 つ に な る。
① イ ン フ レ の 主 因 は 紙 幣 増 発 に あ り、 過 剰 紙 幣 の 消 却 に よ る 兌 換 制 度 の 確 立 を 第
1 の 政 策 目 標 と す る こ と。
② 米 価 の 高 騰 が ① と は 別 に イ ン フ レ ・ 財 政 危 機 ・ 貿 易 赤 字 の 原 因 と な っ て お り、
そ こ で 紙 幣 償 却 と は 別 の 米 価 騰 貴 抑 制 策 が 必 要 で あ る こ と。
③ 貿 易 赤 字 か ら 為 替 相 場 と し て の 紙 幣 価 格 下 落 と い う 側 面 に は、 貿 易 振 興 と 荷 為
替 運 用 に よ る 正 貨 蓄 積 策 で 対 応 す る こ と。
　 ま た、1881（明 治 14） 年 に 提 出 さ れ た 「財 政 議」 で は、 貨 幣 運 用 の 機 軸 を 定
め る た め に、 日 本 帝 国 中 央 銀 行 を 設 立 す る こ と の 必 要 性 を 主 張 し た。
第 2 節 　 松 方 財 政 の 構 造
第 1 項 　 紙 幣 整 理 　
　1882（明 治 15） 年 2 月、 松 方 は、 今 後 3 年 間、 一 切 の 新 規 事 業 を 中 止 し、 明
治 14 年 度 の 予 算 定 額 を 標 準 と し て 固 定 す る と い う 政 策 案 を 提 出 し た。3 カ 年 の
間、14 年 度 予 算 定 額 規 模 を 堅 持 す れ ば、 紙 幣 整 理 事 業 は 完 成 す る。 そ の 間 に 紙
幣 価 格 は 回 復 す る の で、 定 額 予 算 を 継 続 す る こ と は、 各 省 経 費 の 実 質 的 な 増 額 を
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実 現 し、 凍 結 期 間 3 カ 年 の 終 了 後 も 各 省 予 算 の 増 額 が 可 能 で あ る、 と 説 い て 松 方
は 各 省 の 承 認 を 取 り 付 け た。
　 こ う し て 松 方 は、 直 ち に 予 備 紙 幣 の 消 却 に 着 手 し た。 そ こ で ま ず、 国 庫 金 取 扱
方 法 に 改 正 を 加 え て、 一 時 的 に 巨 大 な 額 に の ぼ っ た 歳 入 不 足 の 解 消 を 図 っ た。 一
方 で、 歳 出 の 削 減 措 置 と し て、 準 備 金 の 充 実 に 着 手 し た。
第 2 項 　 軍 備 拡 張 へ の 対 応
　 松 方 財 政 期 は、 軍 備 が 拡 張 し た 時 期 で も あ っ た。 そ れ は、1882（明 治 15） 年
7 月 に 勃 発 し た 朝 鮮 事 件 （壬 午 事 変） に よ り 対 外 危 機 が 高 ま っ た た め で あ る。 中
で も、 山 縣 有 朋 や 政 府 首 脳 で あ る 岩 倉 右 大 臣 が 強 力 に 軍 備 拡 張 を 主 張 し た こ と
は、 こ の 問 題 の 先 送 り を 困 難 に さ せ た。 だ が、 松 方 は 紙 幣 整 理 を 第 一 と す る 方 針
を 曲 げ な か っ た。 軍 備 拡 張 に は、 紙 幣 整 理 の 成 功 が 前 提 条 件 で あ り、 も し も 紙 幣
整 理 を 中 断 し て そ の 財 源 を 軍 備 拡 張 に 充 て れ ば、 結 局 は 軍 備 拡 張 自 体 が 不 可 能 に
な る か ら で あ る。
　 し か し、 海 軍 軍 拡 費 の 財 源 が 確 保 さ れ る 見 通 し が 示 さ れ た こ と に よ り、 陸 軍 軍
拡 の 要 求 も 噴 出 し た。 ま た、 海 軍 が さ ら な る 増 額 を 主 張 し た こ と で、 軍 備 拡 張 費
は、 当 初 計 画 か ら 次 第 に 情 報 修 正 さ れ、 総 額 は 膨 張 し て い っ た。 図 3-1 は、 松 方
財 政 期 の 軍 備 拡 張 の 様 子 を 示 し て い る。
図 3-1　 歳 出 総 額 に お け る 軍 備 拡 張
（単 位 : 千 円）
（注）　 そ の 他 歳 出 は、 歳 出 総 額 か ら 陸 軍 費、 海 軍 費 を 引 い て 算 出 し た。
（資 料）　『明 治 大 正 財 政 詳 覧』p7,p11 よ り 筆 者 作 成。
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　 こ の よ う な 軍 備 拡 張 費 の 増 額 に 対 し、 松 方 は 低 利 の 海 軍 公 債 を 発 行 す る こ と
で 対 処 し た。 こ の 当 時 （1885 年 頃） は、 紙 幣 整 理 が 成 功 を 収 め て い た。 よ っ て、
公 債 価 格 の 上 昇 が 顕 著 に 示 さ れ、 額 面 価 格 を 上 回 る よ う に な り、 そ れ に 伴 い 市 場
金 利 が 低 下 し た た め、 低 利 公 債 の 発 行 に 最 適 な 条 件 が 整 い つ つ あ っ た。
第 3 項 　 鉄 道 建 設
　 松 方 は、 鉄 道 建 設 に も 尽 力 し た。 鉄 道 建 設 事 業 の 推 進 は、 不 退 転 の 決 意 を 貫 い
て き た 紙 幣 整 理 と 矛 盾 し、 人 々 に 政 策 的 一 貫 性 に 対 す る 疑 念 を 生 じ さ せ る 恐 れ が
あ っ た。 し か し、 松 方 は、 不 況 期 間 を 短 縮 さ せ る の に 必 要 な 「銀 貨 と 紙 幣 の 価 格
差」 の 解 消 の た め に 鉄 道 建 設 は 不 可 欠 だ と 認 識 し て い た。
第 4 項 　 日 本 銀 行 設 立 と 銀 本 位 制 度 の 確 立
　 松 方 は 1882（明 治 15） 年 3 月 に 「一 国 金 融 の 心 臓」 と し て 機 能 す る こ と を 期
待 し て 日 本 銀 行 創 立 を 建 議 し、 同 年 6 月 に は 日 本 銀 行 条 例 が 制 定 さ れ た。
　1884（明 治 17） 年 後 半 に は、 紙 幣 整 理 が 功 を 奏 し て、 紙 幣 価 格 は 回 復 し、 紙
幣 と 銀 は ほ ぼ 同 価 格 と な っ た。 そ こ で、 兌 換 銀 行 券 条 例 が 制 定 さ れ、 銀 本 位 制 に
よ る 日 本 銀 行 か ら の 兌 換 券 発 行 が 定 め ら れ、翌 年 5 月 よ り 日 本 銀 行 は 兌 換 券 の 発
行 を 始 め、 こ こ に 銀 本 位 制 が 確 立 し た。 こ の こ と に よ っ て、 物 価 が 安 定 し て 金 利
が 低 下 し、 資 金 が 借 り や す く な っ た。 そ の 結 果、 貿 易 は 輸 出 超 過 し、 株 式 取 引 が
活 発 と な り、 株 式 会 社 設 立 の ブ ー ム が 起 こ っ た。 こ の よ う に し て、 銀 本 位 制 確 立
は 産 業 革 命 を 開 始 さ せ る 作 用 を 引 き 起 こ し た。
第 5 項 　 松 方 財 政 下 で の 経 済 動 向
　 図 3-2 は、 大 隈 と 松 方 の 財 政 下 に お け る 通 貨 流 通 高 と、 そ れ に 銀 貨 に 対 す る 紙
幣 相 場 と 米 価 指 数 の 変 遷 を 表 し て い る。
　 西 南 戦 争 の 後 の 不 換 紙 幣 の 増 発 に よ っ て、 銀 貨 100 円 に 対 す る 紙 幣 相 場 が 急
速 に 拡 大 し て い る。1881（明 治 14） 年 に、 松 方 財 政 が 開 始 し、 紙 幣 整 理 が 行 わ
れ た こ と で 「松 方 デ フ レ」 に 陥 っ た。 し か し、1884（明 治 17） 年 後 半 に は 銀 貨
と 紙 幣 の 価 格 差 が ほ と ん ど 解 消 し、 紙 幣 整 理 は 終 了 し た。
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図 3-2　 大 隈 ・ 松 方 財 政 期 の 通 貨 流 通 高 の 変 遷
（ 注 ）　 銀 貨 100 円 に 対 す る 紙 幣 相 場 は、 グ ラ フ 作 成 の 都 合 上、 元 の 数 値 は 1 円 相 場 で あ っ た が、
100 円 に し て 計 算 し た。
（ 資 料 ) 米 価 指 数 は 『 明 治 ・ 大 正 期 　 日 本 経 済 統 計 総 観 』p1108、 通 貨 流 通 高 は 同 書 p3、 銀 貨 100 円
に 対 す る 紙 幣 相 場 は、 大 蔵 省 編 『紙 幣 整 理 始 末』p284 よ り 筆 者 作 成。
第 4 章　松方財政の思想の源泉と成功要因
第 1 節 　 思 想 の 源 泉
　 松 方 は、 日 本 の 歴 史 的 な 事 例 を 研 究 し、 日 本 人 の 行 動 習 慣 や 経 済 感 覚、 倫 理 観
を 基 礎 に し た 国 産 の 理 論 と 実 践 を 基 礎 と し て、 維 新 後 の 「実 際」 に 適 応 す る 政 策
構 想 を 成 熟 さ せ て い っ た。 中 で も、 松 方 の 財 政 政 策 思 想 に 決 定 的 な 影 響 を 与 え た
の は、 儒 学 者 の 新 井 白 石 の 財 政 論 で あ り、 白 石 の 行 っ た 「正 徳 の 治」 は、 松 方 が
イ ン フ レ と 財 政 危 機 へ の 対 処 策 を 考 え る 際 に 生 き た 先 例 と な っ た。
　 ま た、松 方 は、日 本 銀 行 設 立 の 構 想 を 仏 国 大 蔵 大 臣 レ オ ン・セ イ と の 交 流 に よ っ
て 得 た。 フ ラ ン ス は 1886（ 明 治 9） 年 に、 セ イ の イ ニ シ ア テ ィ ブ の 下 で 金 本 位
制 を 採 用 し た ば か り で あ り、 そ の 実 際 論 に 基 づ い た 助 言 は 松 方 に 大 き な 感 銘 を 与
え た。 さ ら に、 鉄 道 建 設 や 外 資 導 入 に 対 す る 考 え に お い て は、 セ イ の 弟 子 で あ る
仏 国 議 員 兼 博 覧 会 事 務 官 長 で あ る ジ ャ ン ・ バ テ ィ ス ト ・ カ ラ ン ツ か ら の 影 響 を 受
け た。
第 2 節 　 松 方 財 政 の 成 功 要 因
　 何 故 松 方 財 政 は 成 功 す る こ と が 出 来 た の か。
　 ま ず、 人 々 の イ ン フ レ 期 待 を 早 期 に 沈 静 化 さ せ た こ と に よ り、 経 済 コ ス ト を 軽
減 す る こ と に 成 功 し た こ と が あ げ ら れ る。 松 方 の 財 政 政 策 は、 直 面 す る 経 済 困 難
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に 対 し て、 何 を ど こ ま で や る か が 具 体 的 で、 政 策 目 標 の 到 達 点 が 明 確 で あ っ た。
そ し て、松 方 は そ の 政 策 を 「不 退 転 の 決 意」 で 実 行 し た こ と に よ り、人 々 か ら 「政
策 に 対 す る 信 認」 を 得 て、 イ ン フ レ 期 待 の 沈 静 化 に 成 功 し た。
　 他 方 で、 紙 幣 整 理 事 業 を 第 一 と し な が ら も、 そ れ に 抵 触 し な い よ う な 範 囲 で、
軍 備 拡 張 や 地 方 土 木 事 業、 鉄 道 建 設 と い っ た 政 府 事 業 を 認 め る 柔 軟 な 実 務 的 政 策
運 営 を 行 っ た。 そ の 結 果、 実 質 的 に 政 府 需 要 が 倍 増 し、 政 府 部 内 の 政 治 的 統 一 が
実 現 し て 財 政 政 策 成 功 に 大 き く 貢 献 し た。
　 ま た、1880 年 代 に お け る 米 国 の 輸 出 環 境 の 好 転 や、 銀 本 位 制 の 下 で の 「銀 安・
金 高」 の 恩 恵 と い っ た 世 界 経 済 の 影 響 も、 松 方 財 政 に と っ て 「意 図 し な か っ た 要
因」 と し て プ ラ ス に 作 用 し た。
結論にかえて
　
　 松 方 は、 日 本 の 財 政 危 機 に 直 面 し た 際、 激 し い デ フ レ の 発 生 を 覚 悟 の 上 で 紙 幣
整 理 を 断 行 し た。 そ し て、 結 果 的 に イ ン フ レ 解 消 と 産 業 振 興 を 同 時 に 達 成 し、 日
本 の 近 代 経 済 発 展 の 礎 を 築 く こ と に 成 功 し た。 そ の 要 因 は、 大 別 す る と 以 下 の 3
つ で あ る。 第 一 に、幼 少・青 年 時 代 の 経 験 を 通 し て 身 に 付 け た 「実 直」、「正 直」、「慎
重」 そ し て 「胆 力」 と い う 資 質 を 兼 ね 備 え て い た こ と、 第 二 に、 松 方 の 政 策 構 想
が、日 本 の 歴 史 的 な 事 例 を 基 に、維 新 後 の「日 本 の 実 情」に 適 す る よ う に 構 築 さ れ、
そ の 上 で 西 欧 の 知 識、 経 験、 制 度 の 「実 際」 が 参 考 と し て 補 充 さ れ た も の で あ っ
た こ と、 第 三 に、 世 界 経 済 の 影 響 が プ ラ ス に 働 い た こ と で あ る。 以 上 よ り、 松 方
財 政 の 成 功 が 可 能 と な っ た の だ と 考 え ら れ る。
注
１ 事 に あ た っ て、 恐 れ た り、 尻 込 み を し た り せ ず に 実 行 に 移 せ る よ う な 精 神 力 の
こ と。
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